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とうとう３年生は、卒業の季節を迎えましたね。寂しくなりますが、おめでとうございます。中学校を卒業する時とは、一段違った思いがあるのではないかと思います。


　僕は、高校を卒業した後、大学に行き、さらにその後、大学院にまでいきました。合計すると、みんなよりも６年後に、社会に出たこととなります。振り返ってみると、その６年間は、僕にとっては『大人になるための準備期間』であったと思います。進学するみんなにとっては、２年～４年の準備期間があります。準備期間を大いに利用し、様々なことにチャレンジしてください。高校卒業してすぐに就職するみんなにとっては、この準備期間がない状態で社会に出ることになります。大人になるには、誰にでも準備が必要だと思いますが、みんなは、その準備期間を飛び越えて行くのですから、それはとても、勇気があり尊敬できることです。








しかし、だからこそ同時に覚えておいてほしいことがあります。最初は決意と覚悟を持って仕事をしていても、急激な生活の変化にさらされて、慣れないことを続けていると、人は身体も心もしんどくなります。「誰でもそうなってしまうんだ」と、頭の片隅でいいので覚えていてほしいのです。急に人は変われないので、しんどくなったり、うまくいかなかったりするのは当たり前です。そんな時に自分を責めずに、「仕方ない」と開き直ることも大事です！！だって、みんなは、『準備期間』を飛び越えちゃってるわけですから！！！








夢は逃げない。逃げるのはいつも自分だ！








